
■優勝決定戦の見どころ 
  
　コロナ禍に翻弄された第４６回北海道学生アメリカンフットボール選手権は最終節の３
日、１部Ａブロック首位の北海道大と同Ｂブロック首位の北海学園大が優勝決定戦（午前
１０時、北海学園清田グラウンド）を行い、全道学生王者の栄冠とパインボウル（２３
日、仙台）の出場権を争う。２年連続２７回目の優勝を狙う北海道大と、２年ぶり６回目
の王者を目指す北海学園大。今季の初実戦となった第２節（１０月１８日）の両校の試合
ぶりから、優勝決定戦の見どころを探る。 
北海道大は札幌学院大に４６－７で順当勝ちし、北海学園大は北星学園大に５４－０

で快勝した。攻撃力の目安となる獲得距離を比べると、北海道大はラン１５１ヤード、パ
ス１５７ヤード、合計３０８ヤード。一方、北海学園大はラン２０１ヤード、パス１７７
ヤード、計３７８ヤード。数字上はラン、パス、合計とも北海学園大が上回る。 
攻撃では、初戦ということもあり両校とも２人のＱＢを併用した。 
北海道大は坂田久尚（４年、大阪桐蔭高）が先発し、昨季新人賞の茨木大輔（２年、

兵庫・六甲学院高）は第２Ｑから。坂田はエースＲＢ中牟田晃基（４年、埼玉・浦和高）
とＷＲ黒田勇輝（３年、富山中部高）のランを軸に２ＴＤを演出し、茨木も黒田とＲＢ手
塚将斗（３年、栃木・佐野高）のランで２ＴＤ。茨木はパスも１２２ヤードを投げたがＴ
Ｄはなかった。 
一方、北海学園大は７ＴＤのうち３ＴＤをパスで決めた。先発の小笠原丈瑠（２年、

札幌・北海高）はエースＷＲ佐藤玲太（３年、札幌光星高）とＲＢ阿部龍太郎（４年、室
蘭栄高）に長短のＴＤ弾を投げ分け、第２Ｑから登場の河合祐輔（２年、札幌第一高）も
ＷＲ佐藤玲哉（２年、登別明日高）へ２０ヤードＴＤパスを投じた。 
パスも織り交ぜるが攻撃の主体はランの北海道大と、ＱＢ、レシーバーが若返ったもの

の伝統のパスが光る北海学園大。１試合のみでも、両校の特徴が見えてくる。「やりたい
ことをやらせない」と北海道大・村井公寿監督、「パスを磨く」と北海学園大・高木幸樹
ヘッドコーチ。安定したＲＢをそろえる両校だけに、パスの攻防が試合の鍵を握りそう
だ。 
守備も数字の上では北海学園大が優勢か。喪失ヤードは北海道大がラン１１２ヤー

ド、パス１０４ヤード、計２１６ヤードに対して、北海学園大はラン１１ヤード、パス６
０ヤード、計７１ヤード。北海道大はＱＢサックからのファンブルボールをＤＬ彌永貫至
（３年、東京・桐朋高）がリターンＴＤする破壊力を見せ、北海学園大は、開始直後にＤ
Ｂ長谷部悠（４年、北海高）がインターセプトリターンＴＤを決める隙の無さを見せた。
また、キッキングゲームでは北海道大の黒田が７２ヤードキックオフリターンＴＤを決め
た。 
２０１８年は２１－３で北海学園大、２０１９年は５０－２０で北海道大と、しのぎを

削り合うライバル２校。今年も注目の大一番だ。 


